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本書は国際法に関するアメリカの一般理論を提示し、批評する論文

集です。検討の枠組みは国際法の概念や、その正当化、形式主義と経

験の鬩ぎあい、正当性と公平の多様な理論、国際法の有効性、実証分

析、周縁・中心からの批評、改善へのアプローチにまで及びます。と

くにアメリカのリアリズム法学、ニューヘブン学派、国際的・越境的

法の過程、国際法の自由主義的理論、社会科学への連関に焦点を当て、

法と経済学や、批判的法学研究、LatCrit、国際法に対する第三世界か

らのアプローチ(TWAIL)、国際法に対するフェミニズム・アプローチ

も盛り込んでいます。 
 アメリカで発展した国際法の古典的諸理論を集めた本書を国際法、

憲法、法哲学、法思想史の研究者にお薦めいたします。 
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